Der Unterricht der zweiten Fremdsprache an der koreanischen Hoheren Schule by 猪股 正廣
63  
文化論集策16号  
2000年3 月  
研究ノート  
韓国の高等学校での第2外国語教育  
猪 股 正 贋   
1．初めに  
韓国では現在，日本と同様に，初等学校6年，中学校3年，高等学校3年，  
大学4年の教育が行われている。外国語は中学校で英語が必修教科として教え  
られており，高等学校では第2外国語としてドイツ語，フランス語，スペイン  
語，中国語，日本語などの授業がある（ただし，これらの外国語教科が揃って  
いるのは全国に十数校ある外国語高等学校ぐらいのもので，それ以外の普通高  
等学校や職業高等学校では，この中の一つ乃至二つが必須選択科目として設置  
されているにすぎず，学生の選択範囲はかなり制限されている）。2000年から  
2004年にかけて初等学校低学年から高等学校第3学年まで順次施行される第7  
次教育課程では，初等学校第3学年からの英語教育実施と高等学枚第2学年か  
ら第2外国語を選択科目とすることが予定されている。すでに1997年に公刊さ  
れているこの第7次教育課程によって，韓国の将来の外国語教育を論ずること  
も興味あるテーマであるが，ことの順序としてまず最初に，過去から現在に至  
る韓国の，将に高等学校外国語教育課程の歴史をたどってみたい。日本におけ  
る英語以外の外国語教育は，主として一部の中・高等学校と大学において行わ  
れており，文部省の学習指導要領などによって，ある程度の指針が与えられて  
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いるが，韓国の教育部が告示し，実施している教育課程は，当該課程で未だ扱  
うべきでないとする文法事項を明示し，さらに語数だけでなく各外国語の例文  
や基本語彙表も掲載するなど，文部省の学習指導要領に比べて内容が具体的で  
ある。こうした隣国の「公的」教育課程から学ぶべきことも少なくないと思わ  
れる。各箇所における外国語教育のカリキュラムや使用数科書をめぐる論議，  
あるいは教員個々人の授業計画や教科書作成の参考になれば幸いである。  
2．教育課程の変遷  
韓国の教育制度は，教授要目期（1946－1954年），第1次教育課程期（1954－  
1963年），第2次教育課程期（1963－1974年），第3次教育課程期（1974－1981  
年），第4次教育課程期（198ト1987年），第5次教育課程期（1988－1996年），  
第6次教育課程期（1996－2004年）と，現在まで6度の大きな変遷を経てきて  
いる。   
ソウルで1990年に出版された「韓国教科数育課程可変遷（高等学校）」とい  
う本によりながら，第5次教育課程期に至るまでの各期高等学校教育の特徴を  
紹介したいが，普通・専門の教科日全体にわたれば膨大な紙数になるので；全  
体の概観は配当時間単位表などの引用翻訳をもってそれに代え，各論としては  
論者がドイツ 語教員であるので，自ずとその興味のままに普通科目外国語教科  
のうちドイツ語教科を選び，以下にその推移を見ていく。  
3．教授要目期（1946－1954）  
教授要目期の初めには，男子中学枚理科系第5学年では毎週3時間，文科系  
及び理科系第6学年では各毎週7時間，女子中学校文科系及び理科系第6学年  
では各毎週3時間のドイツ語授業が定められていた。その後，1951年に中学校  
と高等学校とが分離したが，ドイツ語の授業は高等学校の第1学年と第2学年  
では毎週2時間，第3学年では文科系だけが毎週2時間あった。   
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〈表1〉 男子中学校 週間時間割（1948）  
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〈表2〉 女子中学校 学科時間配当表（1948）  
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く表3〉 高等学校授業時数一覧表（ユ954）  
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3 学 年  1 2 3 学 年   
年  理科  文科  商科   学年  学年  理科  文科  商科   
国  語  3  2  3  5  5  
国  文  1  ロ  英  語  3  3  4  4  4   
古  文  4   
地  理  2  2  2  3  3  独  語  2  2  2  
歴  史  2  2  2  3  3  体  操  ロ  ロ  ロ  ロ  ロ  
公  民  1  ロ  ロ  3  3  柔  道  ロ  ロ  
代  数  3  2  ロ  
幾  何  2       音  楽  ロ  
2   美  術  ロ  
微  分   2  商  業  ロ  2  
積  分   2  聖  経  ロ  ロ  ロ  ロ  ロ   
総合数学  4   
2   
化  学  2  2  2  6  ロ  自  由  ロ  ロ  
計   
35  35  35  
（37）   
4．第1次教育課穫期（1954－1963）  
第1次教育課程期のドイツ語教科教育課程では，その目標が次のように定め  
られた。  
（1）標準的な現代ドイツ語の平易な言葉で構成された文を理解する力と簡単   
な文による表現の力を育成する。  
（2）ドイツ語を常用する人々の生活様式と風俗，習慣ある■いは考え方，思想，   
感情，文化，そしてその民主主義と国際平和に関する精神を理解させる。  
（3）ドイツ語と韓国語の差異，そしてドイツ語を常用する人々の生活あるい   
は文化と我々のそれらとの差異を理解，体得させる。  
（4）（3）項で述べたような差異にもかかわらず，相互に尊重し，理解すること   
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〈表4〉 高等学校教育課程時間配当基準表  
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が共通の義務であり，  
いずこにおいても正  
義が人類の生活の基  
本原則であることを  
体得させる。   
指導内容は学年ご  
とに定められており，  
それによると毎学年  
800のドイツ語単語  
を新たに習い，3学  
年で合計2400の語彙  
を学習する。また，  
年間授業時間数は，  
0－175時間（週0－  
5時間）とされ，英  
語，ドイツ語，フラ  
ンス語，中国語の中  
から一つか二つ選択   
することになってい   
た。  
5．第2次教育  
課程期   
（1963－1974）  
第2次教育課程期  
のドイツ語の教育日  
2  3  
国  
必  
語（Ⅰ）     時 間  時 間   時 間       140（4）  140（4）   105（3）  
一 般 社 会     105（3）  105（3）  35（1  
道  徳     35（1）   35（1）  35（1）  
修  石 国  史     140（4）   105（3）  
数  学     140（4）  
科  学     140（4）  
科  育     35（1）   35（1）  35（1）  
楽  
美  術  
140（4）  
目  
総  計     770（22）  490（14）   420（12）   
国   語（Ⅱ）    105（3）  105（3）   105（3）  
社   190（3）  
四 コ貢  105（3）  
105－210（3－6）  
円 日l  
Ⅱ  70”140（2－4）  
選  物   理   140（4）  
科  140（4）  
通  140（4）  
択  140（4）  
教  練    140（4）  140（4）  140（4）  
課  210（6）  
敦  育  
楽  0－210（0～6）  
程  
美  術  
外  
科  0～175  0～175  0～175     ドイ ツ語  
国  
語   
専 門   実業その他   
専門に閲す  
る教科  （0～12）  （0－20）  （0”22）   
特  別  活  動      70（2）   70（2）  70（2）   
時 間  時 間  時 間  
総  計                    1190－1365  1190－1365  1190－1365  
（34－39）  （34－39）  （34－39）   
注 括弧内の数字は毎週の平均授業時間数  
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標は，次のように定められた。  
（1）標準的な現代ドイツ語の平易な内容の文を理解する力と簡単な文による  
表現力を育成する。  
（2）ドイツ語を常用する人々の生活様式と風俗，習慣あるいは考え方，感情，  
思考様式，文化等に関する概略的な理解を身につけさせる。  
（3）韓国語とドイツ語を常用する人々の生活あるいは文化の差異と特色を比  
較理解することによって，我々自身に対する自覚をいっそう堅固にする。  
（4）韓国固有の生活様式，美風良俗，伝統，文化等をアドイツ語を常用する  
人々に伝達できる基礎的な力を育成する。   
語彙に関しては，使用頻度の高い1500語前後を基礎として，専門用語や技術  
用語としてやむを得ない場合は，その他に100－200語を追加できることとした。  
配当単位数は，英語Ⅱ，ドイツ語，フランス語，中国語の中から一つか二つ選  
択し，30単位（50分1学期17週で1単位，年間で2単位，従って3年間の年間  
授業時間数は週5時間）を当てることになっていた。（〈表5〉参照）  
6．第3次教育課定期（1974－1981）  
第3次教育課程期のドイツ語教育目標は次のようである。  
（1）標準的な現代ドイツ語の基本語法を習熟させ，聞き，読み，話し，書く  
ための基礎的技能を育成する。  
（2）ドイツ人の生活とその国の文化に対する理解を増進させ，国際的協調心  
と見識を育み，我々自身の発展の一助となるようにする。  
（3）ドイツ語を通してわが国の文化の現状を概略的に紹介できる基礎的能力  
を育成する。   
語彙は1500語と定め，高度の専門語彙の導入は避けるように指導された。配  
当基準単位は，ドイツ語，フランス語，中国語，スペイン語，日本語の中から  
一つを選択し，10－12単位とされた。（〈表6〉参照）  
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〈表5〉 教科科目単位時間配当基準表  
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教  科  科  目  単位数  教  科   科  目  単位数   
国語Ⅰ   24  美  術Ⅰ   6  
文法（4）  美  術  
漢文（6）  
術Ⅱ   42  
国  語  
国語Ⅱ  18  
古典（4）  
農業農業一般   14  
作文（4）  一般管理  4  
一 般 社 会   4  その他科目  38   
国 民 倫 理   4  工業  工業一般   14  
政 治・経 済   4  →般管理   4  
社  会                                     国  史 6  その他科目  38  
世界史  実  業  
地  理Ⅰ  6  
水産水産一般  14  
地  理Ⅱ  6  一般管理  4  
共通数学  8  
その他科目  38  
数  学   数   学Ⅰ  12  商業商業一般  14  
数  学Ⅱ   26  一般管理  4  
物   理Ⅰ  6  
その他科目  38   
物   理Ⅱ  12  家 庭 一 般   14  
化  学Ⅰ  家  庭  4  
科  学                             化  学Ⅱ 12
生  物Ⅰ  6  
その他科目  38  
生  物Ⅱ   6  英語Ⅰ   18  
地  学   4  英語Ⅱ1科目  
体  育  体  育   24   独語乃至  30  
楽Ⅰ   6  仏語2科目  
音  楽  音          音  楽Ⅱ  24  中国語   
注 毎週1回1学期で1単位，1年間で2単位。  
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〈表6〉 人文系高等学枚教科単位配当基準  
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必修乃至必修選択  課程別選択教科日単位数  
教  科   科   目  単位数   教科日単位数  
人 文  自 然  職 業   
国民倫理   国 民倫理  6   6  
国   語Ⅰ  20－24   20”24  
国  語                    国 語 Ⅰ  8”10  8”10  
国  史   国  史  6   6  
政治・経済  4－6   4”6  
社会・文化  4－6   共通から  
社  会  除外され  
国土地 理  4－6  ト竺‡  た3科目  
人文地理  4”6   12”18  
数 学 Ⅰ  14－18   14－18  
数  学                   数 学 Ⅱ  8－14  8－14  
物  理  8～10   共通から  
化  学  8－10  
科  学  
除外され  
物  8－10  
ト芝；0  
た2科目  
地球科学  8－10   16”20  
体、、育   体  育  14－・18   14～・18  
教  練   教  練  12   12  
音  楽   音  楽  4－6   4”6  
美  術   美  術  4”6   4－・6  
湊 文 Ⅰ  4－6   4－6  
湊  文                   渡 文 Ⅱ  4－6  4－6  
英 語 Ⅰ  10”12   10－12  
英 語 Ⅱ  10－12  10－12  10”12  
ド イ ツ 語  10－12  
外国語  
中 国 語  10－12  12  12  
イスパニア語  10”12  
日 本 語  10一・・・12   
技 術（男）  8－10  
職関  業  8”10  
工  業  8－10  
fR1 18 
業す ・る  
業  8－10  
。」  
44－66   
家敦 庭科 に   
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7．第4次教育課程期（1981－1987）  
第4次教育課程のドイツ語の教育目標は，次のように定められた。  
（1）ドイツ語を使う能力を育成し，ドイツ人の文化を理解させることによっ  
て，わが国の文化発展に寄与させる。  
（2）日常生活と一般的な話題に関する比較的容易な文を聞き，話し，読み，  
書く能力を育成する。  
（3）ドイツ人の生活あるいは文化に関して，幅広く理解する。   
3年間で扱うことができる語彙を1200語内外とし，日常生活で使われる頻度  
の高い語彙として752語を提示した。配当基準単位は，普通高等学校が10－12単  
位，、職業高等学校が4－8単位とされた。（〈表7〉参照）  
8．第5次教育課程期（1988－1996）  
第5次教育課程期のドイツ語教育目標は次のようである。  
（1）日常生活あるいは身の回りの一般的話題に関する容易な話を聞いて理解  
し，簡単な会話を交せるようにする。  
（2）日常生活あるいは身の回りの一般的題材に関する容易な文を読んで理解  
できるようにする。  
（3）ドイツ語を使用する国民の生活様式と思考方法を幅広く理解できるよう  
にする。   
基本語彙675語を含む使用頻度の高い1000語内外の語彙を選定するとしたが，  
このような選定語彙の縮小は，授業時間の不足等の現実を顧慮したものであっ  
た。配当基準時間は，普通高等学校が10単位，職業高等学校が6単位とされた。  
（〈表8〉参照）  
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〈表7〉 高等学校単位配当基準  
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普  通  教  科  
教  科  科  目  一般系高校選択   一般系高校職業  
共 通 必 修      聾讐あ意警乗弟 高校選択     人文社会 課 程  自然課程   
国民倫理  国 民 倫 理   6  
国  語  国  語（Ⅰ，Ⅱ）   14－16   14－18  8一一10   3－8   
国  史  国  史   6（4）  
社  会（Ⅰ，Ⅱ）  4－6（2－6）   4  
社  会  〉択12－6  地  理（Ⅰ，Ⅱ）  ；二：三；‾6）〉釈1   4  2   
数  学  数  学（Ⅰ，Ⅱ）   8－14   6－8  10－18   4”18   
4   
4  択1〝2  
4  4～12  科  学  物  理（Ⅰ，Ⅱ）  董≡喜∃択2          科  学（Ⅰ，Ⅱ）       生  物（Ⅰ，Ⅱ）       生物科学（Ⅰ，Ⅱ）  4   
体  育  体  育   6－8   8－10  8”10   4”8   
教  練  教  練   12  
音  楽  音  楽   
択1  択1  
美  術  美  術   ；二≡］択1  択1 4－6  4”6  2－6  
渡  文  湊 文（Ⅰ，Ⅱ）  8～14  4－・6   4”6   
英  語（Ⅰ，Ⅱ）   6～8   14～16  14－一16   6－・16  
ド イ ツ 語  
フ ラ ン ス 語  
外国語  イ スパニア語  
2  
中  国  語  
日  本  語  
産 業 技 術  
家  庭  ）告。  ）警土1。  匿8  
農  業  
実業課程  業  
商  業  
水  産  業  
80  0  
家  事  
自  由   選   択  0～8   0－・8   0－8   
履 修 単 位 小 計  88～102 （72－84）   90～・116  90－・116   10－38   
履 修 単 位 合 計  192－20   
特   別   活   動  12一  
繚  計  204”216   
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〈表8〉 高等学校単位配当基準  
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普   通   教   科  
教  科  科   目  課  程  別  選  択  
共通必修                 人文・社会課程  自然課程  実業系その他と一般 系職業課程   
国民倫理  国 民倫理  6  （6）  
国  
語  
10  （10）  
国  語    文  （4）   8  8  
文  6  4   4   
文  法  4  
国  史  国  史  6  （4）  
政治・経済  
韓国地理  
社  会    世界史  4  4   
社会・文化  4  4   
世界地理   4  
一般数学  
数  学   数学Ⅰ  10   Is 7 6   
数学Ⅱ   
科学Ⅰ  
科学Ⅱ  （8）1   8   
科  学    物 理  8  学  8  
4   
生 物  6択  
地球科学   61  
体  育  体  育  6  （6）   8   8   4   
教  練  教  練  12  （12）  
音  楽  音  楽  4  （4）択  
美  術  美  （4）1  2  
漢  文  湊  文  8   4   4   
英語Ⅰ  8  （8）   
英 語 Ⅱ  12   12   8  
ドイツ語  
外国語                   フランス語  
イスパニア語  択1  択1  
10  10   6  中国語  
日本語  
技  術  
家  庭  択1 8   択1 8   4  
農 業  
工 業  
商 業  択1  択1  
水産業  8  8  
家 事  
情報産業  
教  養  選  択  2   2   2   
履  修  単  位   （）の中  は実業系その他の高等学校の基準単位   
特  別  活  動   12 ≦（12）   
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〈表9〉 普通教科単位配当基準  
科目   共通必修科目   課程別必修科目   課程別選択科目   
1．倫   理  倫  理（6）  課程別必修科目に走  
2．国   語  国  語（10）  話法（4），読書（4），作文（6），  められた教科目の中  
文法（4），文学（8）   から選択（8）  
3．濃   文  湊文Ⅰ（6），渡文Ⅱ（4）   
4．数   学  共 通 数 学（8）  数学Ⅰ（10），数学Ⅱ（10），  
実用数学（8）   
5．社   会  共 通 社 会（8）  政治（4），経済（4），  
国  史（6）  社会・文化（4），世界史（6），  
世界地理（6）   
6．科   学  共 通 科 学（8）  物理Ⅰ（4），物理Ⅱ（8），  
化学Ⅰ（4），化学Ⅲ（8），  
生物Ⅰ（4），生物Ⅱ（8），  
地球科学Ⅰ（4），  
地球科学Ⅱ（8）   
7．体   育  体  育Ⅰ（8）  体育Ⅱ（6）   
8．教   練  教練（6）   
9．音   楽  音  楽Ⅰ（4）  音楽Ⅱ（4）   
10．兵  術  美  術Ⅰ（4）  美術Ⅱ（4）   
11．実  業・  技術（8），家庭（8），農業（6），   
家  庭  工業（6），商業（6），水産業（6），  
家事（6），情報産業（6），  
進路・職業（6）   
12．外 国 語  共 通 英 語（8）  英語Ⅰ（8），英語Ⅱ（8），  
英語読解（6），英語会話（6），  
実務英語（6），  
ドイツ語Ⅰ（6），ドイツ語Ⅱ（6），  
フランス語Ⅰ（6），  
フランス語Ⅱ（6），  
イスパニア語Ⅰ（6），  
イスパニア語Ⅱ（6），  
中国語Ⅰ（6），中国語Ⅱ（6），  
日本語Ⅰ（6），日本語Ⅱ（6），  
ロシア語Ⅰ（6），  
ロシア語‡（6）   
13．教養選択  哲学，論理学，  
心理学，教育学，  
生活怒領，宗教，  
環境科学，  
その他から選択（4）   
履 修 単 位   70   106   12   
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9．第6次教育課定期（1996－2004）  
現在施行されている第6次教育課程期の高等学校における単位配当基準は，  
教育部告示第1992－19号によれば，前頁の〈表9〉の通りである。   
この〈表9〉の「12．外国語」に含まれる「ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」に該当する告  
示の解説部分を，多少長くなるが，次にそのまま翻訳して記す。  
12－7．ドイツ語I   
l．性格  
「ドイツ語I」科目は，人文，社会，自然科学あるいは芸術の様々な分野で  
目ざましい業績を成し遂げた学術語としてのドイツ語を理解し，これを適切に  
使用すれば，将来の国際化時代に適応できる言語能力を育てるのに役立つ学問  
的価値及び実用的価値の非常に高い科目である。   
「ドイツ語I」科目は，理解機能と表現機能を等しく育成するが，聞くこと  
と話すことに重点をおいて，意思疎通能力を伸張させる基礎課程である。   
学習指導では，ドイツ語学習に興味と関心を持つことができるように各種視  
聴覚資料及び機器を活用し，容易な言葉と文で意思疎通できる基礎的言語能力  
を育成し，併せてドイツ語使用国民の生活様式と思考方式の幅広い理解を通し  
て，国際化時代に能動的に対処しうる能力を育成する。  
2．目標   
（1）一般的話題に関する話を理解できるようにする。  
（2）一般的話題に関する内容を表現できるようにする。  
（3）ドイツ語使用国民の生活と文化を理解し，正しい価値観を持つようにす  
る。  
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3．内容  
ア．言語機能   
（1）理解機能   
（ア）音と文字の関係の理解   
（イ）簡単な言葉を聞いての行動   
（ウ）簡単な質問や答の理解   
（⇒ 簡単な対話の内容理解   
（オ）容易な内容の言葉と文の大意の把握  
（2）表現機能   
（刀 自然な発音   
（イ）学習した内容を簡単な言葉で表現   
（ウ）実物や絵を見て簡単な対話  
国 簡単な質問や答え  
囲 日常生活について簡単な言葉と文で表現  
イ．意思疎通機能  
（1）〔別表1〕に提示された意思疎通機能項目を参考にする。  
（2）文法に閲した内容は〔別表1〕にある例文の該当事項を参考にする。  
ただし，次の文法事項は扱わないようにする。   
（カ 使用頻度が低い不規則名詞と外来名詞の変化   
（イ）二重4格目的語を取る動詞   
（ウ）複合時称中の未来完了  
回 2格，3格目的語を取る再帰動詞  
帥 受動態中の未来受動   
（カ）現在分詞や未来分詞による分詞的表現   
㈲ 準関係代名詞（wieやso…．）  
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（ク）凍続法1式  
桝副文の短縮  
り．言語材料  
（1）素材   
（ア）日常生活に関する素材を主に選択するが，意思疎通機能の指導に役  
立つことがらにする。  
① 個人生活と人間関係に関すること  
（参 学校生括と交友関係に関すること  
③ 趣味，娯楽，運動，旅行等の余暇利用に関すること  
④ 健全な思考と協同精神を育成するのに役立つこと  
（参 ドイツ人の日常生活を理解するのに役立つこと   
（イ）内容の構成については，次の事項に留意しなければならない。  
① 学生の興味，必要，知的水準等を顧慮し学習意欲を誘発できるよ  
うにする。  
② 学習活動を通して，学生の意思疎通意欲を誘発できるようにする  
（参 内容は実用的なことがらにする。  
（2）発音  
現代ドイツ語の標準的な発音にする。  
（3）語彙  
〔別表2〕に提示された語彙を中心として500語内外を使用する。   
4．方法   
ア．教授・学習計画  
（1）聞くことと話すことに重点をおき，言語機能の自然な習得が可能とな  
るように授業を計画する。  
（2）言語機能を効率的に育成できるように学習指導を事前に作成する。  
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（3）学生の必要と知的発達を顧慮して，言語機能と意思疎通機能をスパイ  
ラルに構成できるようにする。  
（4）学生の興味と動機を誘発することができるように，学生中心の学習活  
動になるよう計画する。  
（5）各種の視聴覚資料及び機器を十分に活用して，学習効果を高めるよう  
にする。  
イ．教授・学習方法  
（1）教師と学生，学生と学生間の学習活動を展開し，意思疎通機能を理解  
し，これを適用できるようにする。  
（2）聞くことの指導は，反復練習を通して文章の意味が十分理解できるよ  
うにする。  
（3）話すことの指導は，個人別，グループ別活動，ゲーム等を通して能動   
的に表現できる機会をたくさん与えるようにする。  
（4）読むことの指導は，自然な発話に力点をおき，読むと同時に理解する   
習慣を育成する。  
（5）書くことの指導は，課題作文を中心として行う。  
（6）文化に関する内容は，適切な資料を使い，片寄らない思考方式と正し   
い価値観を育成するようにする。  
（7）目標と内容に従って，ドイツ語で授業を進行できるようにする。  
（8）学生の意思疎通の意欲を高めるように，間違いをすぐに直すのは避け  
る。  
（9）教科書の内容は，学生の水準と地域の特性を生かし，再構成して指導   
を行うことができる。  
㈹ 個別学習と自律学習が可能になるように，ワークブック，録音テープ   
等の補助教材を活用する。  
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5暮 評価   
ア．評価指針  
（1）学習した内容を中心に，理解機能と表現機能を等しく評価する。  
（2）理解機能は聞く能力と読む能力を評価し，表現機能は話すことと書く  
ことの能力を評価する。  
（3）学習の課程と段階別の目標達成度を捻合的に評価する。  
（4）表現機能の評価は，5段階程度に分けて評価する。  
イ．評価目標   
（1）言語機能   
（カ理解機能  
①音と文字の識別能力  
（D簡単な対話の内容理解  
③簡単な質問と答の理解  
④易しい対話の内容，目的，状況などに関する理解  
⑤ドイツ人の日常生活と慣習に関する理解   
（イ）表現機能  
①音と文字の識別と発音  
②簡単な質問と答  
③実物や絵を利用した簡単な対話  
④状況による簡単な対話  
⑤挨拶，紹介，招待，感謝などの意思疎通機能の適切な表現  
（2）意思疎通機能   
学習した意思疎通機能の理解と適用  
り．評価方法  
（1）評価目標によって個別評価と総合評価を適切に実施しながら，総合評  
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価の比重を高めていく。  
（2）言語機能と意思疎通機能を効果的に評価できる方法を用いるようにす   
る。  
（3）断片的で枝葉的な文法知識中心の評価を避け，言語能力を総合的に評   
価できる方法を活用する。  
（4）意思疎通意欲と意思疎通活動への参加度などを観察しながら評価する。  
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12－8．ドイツ語Ⅱ   
1．性格  
「ドイツ語Ⅱ」科目は，人文，社会，自然科学あるいは芸術の様々な分野で  
日ざましい業績を成し遂げた学術語としてのドイツ語を理解し，これを適切に  
使用すれば，将来の国際化時代に適応できる言語能力を育てるのに役立つ学問  
的価値及び実用的価値の非常に高い科目である。   
「ドイツ語Ⅱ」科目は「ドイツ語I」科目を履修してから学習される科目と  
して理解機能と表現機能を等しく育成するが，聞くことと話すことに重点＼をお  
いて，意思疎通能力を伸張させる基礎課程である。   
学習指導では「ドイツ語I」で学んだ内容を基礎として読むことと書くこと  
の学習内容を，より豊富にすることで言語の4機能を等しく育成し，併せてド  
イツ語使用国民の生活様式と思考方式の幅広い理解を通して，国際化時代に能  
動的に対処しうる能力を育成する。  
2．目標  
ア．一般的話題に関する話と文を理解できるようにする。   
イ．一般的話題に関する内容を表現できるようにする。   
ウ．ドイツ語使用国民の生活と文化を理解し，正しい価値観を持つようにす  
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る。   
3．内容   
ア．言語機能  
（1）理解機能   
（ア）音と文字の関係を推論して理解   
（イ）易しい内容の言葉と文の理解   
（ウ）易しい質問や答の理解  
回 易しい文の大意把撞   
（オ）意味内容や事件の展開過程の理解  
（2）表現機能   
（カ 簡単な文章の書き取り   
（イ）学習した内容を簡単な言葉で表現   
（ウ）易しい韓国語からドイツ語への翻訳   
国 実物や絵を見て簡単な描写   
（オ）日常生活と一般的な話題に関して簡単に表現  
イ．意思疎通機能  
（1）「ドイツ語I」科目に準ずる。  
ウ．言語材料  
（1）素材   
（カ ー般的な話題を主に選択するが，意思疎通機能の指導に役立つこと   
がらにする。  
① 社会生活と国家に関すること  
② 趣味，娯楽，運動，旅行等の余暇利用に関すること  
③ 共同生活と関連した道徳と秩序などの価値観の確立に役立つこと  
（彰 文化と環境問題などの理解に役立つこと  
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⑤ ドイツ文化とわが国の文化の正しい理解に役立つこと  
（ア）内容の構成については，次の事項に留意しなければならない。   
（∋ 「ドイツ語I」で学んだことを応用し，深化できるようにする。   
（D 学生の興味，必要，知的水準などを顧慮して，学習意欲を誘発で  
きるようにする。   
（動 学生の学習活動を通して，意思疎通意欲を誘発できるようにする。   
（参 内容は実用的で適正なものにする。  
（2）発音  
現代ドイツ語の標準的な発音にする。  
（3）語彙  
（ア）「ドイツ語I」科目で使われた語彙を再び使うことができる。  
（イ）〔別表2〕に提示された語彙を中心として500語内外を使用する。  
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4．方法   
ア．教授・学習計画  
（1）「ドイツ語I」科目で学んだ内容を深化させ，読むことと書くことに  
重点をおいて授業をするよう計画をたてる。  
（2）他の事項は，「ドイツ語I」科目に準ずる。  
イ．教授・学習方法  
（1）聞くことの指導は，反復練習を通して文章の意味が十分理解できるよ  
うにする  
（2）話すことの指導は，状況に従って適切に表現できるようにする。  
（3）読むことの指導は，旬と節，文章の構造などの文法的な説明よりも文  
章全体の意味を把挺することに中心をおく。  
（4）書くことの指導は，漸進的に易しい自由作文ができるようにする。  
（5）文化に関する内容は，適切な資料を使い，片寄らない思考方式と正し   
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い価値観を育成するようにする。  
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（6）学生の意思疎通の意欲を高めるように，間違いをすぐに直すのは避け  
る。  
（7）教科書の内容は，学生の水準と地域の特性を生かし，再構成して指導  
を行うことができる。  
（8）個別学習と自律学習が可能になるように，ワークブック，録音テープ  
等の補助教材を活用する。   
5．評価   
ア．評価指針   
「ドイツ語I」科目に準ずる。  
イ．評価目標  
（1）言語機能   
（ア）理解機能  
① 易しい文の意味把捉  
② 易しい文の大意，主題，素材などの理解  
③ 易しい作品の読解  
④ ドイツ文化に関する理解   
（イ）表現機能  
（》 学習した内容の書取り  
② 与えられた単語による文章作成  
③ 簡単な用件を書く  
④ 考えや感じ，経験などを適切に表現  
（2）意思疎通機能   
学習した意思疎通機能の理解と適用  
り．評価方法  
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〔別表1〕   
意思疎通機能と例文  
1．次は高等学校教育課程で履修することを勧奨される意思疎通機能と例文で   
ある。勿論ここに提示しなかった機能項目も設定することができる。  
2．ここに提示された意思疎通機能例文は，文章の構造，文章の種類，他の文   
法に関する事項を参照できるようにしたものである。  
〈個人の考え〉  
○可能性  
Esistm6glich．  
Kann man hier schwimmen？  
○希望と意思   
Ichm6chteeinenComputer．   
IchwillinsKinogehen．  
0推測  
Vielleichtisterim Hotel．  
Er wird wohlzu Hause sein．   
0確信  
Erkommtganzsicher／bestimmt．  
DasweiLiichgenau．  
〈個人の感じ〉  
○喜怒哀楽  
（Dasist）Gut！Wunderbar！   
Ich bin damit zufrieden．   
Ich freue mich tiber das Geschenk．  
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○感覚的な感じ   
IchhabeHunger／Durst．  
Miristkalt．   
0好きと嫌い  
Dasgefalltmir（nicht）．  
Mirgefalltdasbesser．  
Dasmagich（nicht）．  
Dasfindeich（nicht）gut．  
0情緒的な感じ   
IchhabeAngst．  
Gesternwarsietraurig．  
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〈親交活動〉  
○挨拶  
GutenTag！  
WiegehtesIhnen？  
AufWiedersehen！  
Was fehltIhnen？   
○招待  
Bitte，nehmenSiePlatz！  
Darfich Sie zum Essen einladen？  
Was essen／trinken Sie？  
Was m6chten Sie trinken／essen？   
○約束   
IchhabeeineVerabredung．  
Wo／Wann treffen wir uns？   
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0称賛と励まし  
Dasgeht（nicht）．  
Dasistsehr nettvonIhnen．   
〈日常的対人関係〉  
○紹介   
Ich heiJ3Ie Peter．  
Darfich mich vorste11en．  
Dasist Maria／meine Schwester．  
Darfich bekannt machen？   
○電話  
Hier（ist）Peter．  
KannichHerrnWebersprechen？  
AufWiederh6ren！  
WeristbitteamApparat？  
○感謝  
Danke（sehr／sch（）n）！  
Bitte（sehr／sch6n）！  
Vielen／Sch6nen Dank！   
IchdankeIhnenfnrdieEinladung．  
0謝りと言い訳  
EntschuldigenSie！   
”．，Weilichkrankwar．  
Es tutmirleid．  
…，dennichhabeKopfschmerzen．  
218   
韓国の高等学校での第2外国語教育   
〈勧誘と依頼〉  
○頼みと要請  
K6nnen Sie mir helfen？   
Ich habe eine Bitte．   
0承諾と拒絶   
Ja，gern．／Nein，danke．  
Leider habeich keine Zeit．  
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〈指示と命令〉  
○注意または警告  
Halt！  
Das dtirfen Sie nichttun．  
Pa鳥auf！  
Horen Sie sofortdamitauf！  
○許容  
Kannichjetztgehen？  
DarfichdieZeitunglesen？  
○忠告  
Das sollten Sie nichttun．   
0提案と説得  
Wollen wirins Kinogehen？   
Ichschlagevor，daBwirjetztessengehen．  
0義務  
DumuL5tzumArztgehen．   
Ich habe vielzu tun．   
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〈情報交換〉  
○事実確認  
Wirklich？Istdas wahr？  
Stimmtdas？  
SindSieAngeste11teroderBeamter？  
Da haben Sie recht．   
0説明  
DasisteinBiid von Seoul．  
Deutschistleicht zulernen．  
UmlOUhrwird dasKaufhausgeoffnet．   
Ich kennedasMadchen，das amFenstersteht．  
0経験  
Waren Sie einmalin Deutschland？  
Hastduden Film gesehen？  
○比較  
Aist（nicht）sogroLさwieB．  
A m6chtelieber auf dem Land wohnen．  
Aist（nicht）groLier als B．  
Cist der gr6Btein derKlasse．  
WelcherZugistam schnellsten？  
〈意見交換〉  
○意見を問う  
Wie finden Sie den Film？  
Wassagen／meinenSiedazu？  
○意見表示  
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Dasfindeichnichtgut．   
Ichglaube／meine，…．．  
0同意と反対   
JaノNein．   
IchbinganzIhrerMeinung．   
Ichbindaftir／dagegen．   
Ich bin damiteinverstanden．  
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〈問題解決〉  
○買い物  
Wieviel／Was kostetdas？   
Ichnehme dieTasche．   
0案内  
Woistdie Schule？  
Wie kommeich zumBahnhof？  
GehenSiegeradeaus，dannzweiteStraL5erechts！  
○報告  
Grti凸enSieIhre Frauvonmir！  
Erfragt，Obesihrgutgeht．  
〈創造的活動〉  
○仮定  
Ernimmtan，dalさdasWettergutwird．  
Wennichreichware，WtlrdeicheinAutokaufen．   
0想像  
Siescheintgltlcklichzusein．   
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Stelldirvor，WaSmirpassiertist！  
○手紙書き  
Lieber Freund！  
MitherzlichenGr（1Ben   
Ich danke Dir fnrDeinen Brief．  
〔別表2〕  
語彙表  
1．語彙表Ⅰは文法語彙であり，語彙表Ⅱは内容語彙である。  
2．この表に提示された695の語彙は履修するようにする。  
3．文法語彙は語彙表Ⅰに提示した事項だけ教えることを原則とする。  
4．ドイツ単語に意味上の変化や文法機能上の差異がある場合も原則的に一   
つの単語と見なす。  
5．人名，地名などの固有名詞と曜日，月，基数，序数は，この表に提示さ   
れていなくても新しい単語とは見なさない。  
6．語彙表に提示した名詞，代名詞，動詞，形容詞，副詞の基本形は，その   
変化形も含んでいる。  
7．派生語は原則的に基礎語を提示し，合成語は合成の各成分が提示されて   
いて，その意味が明白な場合には，新しい単語と見なさない。  
〈語彙表Ⅰ〉  
1．冠  詞：der（die，das．．．）；ein（．”）  
2．人称代名詞：ich  wir  
du（Sie）  ihr（Sie）  
er，Sle，eS  le 
3．所有代名詞：mein－   
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dein－（Ihr一）  euer－（Ihr－）  
sein－，ihr・－，Sein－   ihr－  
4．関係代名詞：der（die，das．．．）；wer，WaS  
5．疑問代名詞：wer，WaS，Welch－，WaSftirein一  
疑問副詞：wo，Wann，Wie，Warum，Wieviel（wieviele），WOher，WOhin  
6．不定代名詞：al1－，ein－，einig－，etWaS，jed－，jemand，kein－，man，  
manch－，nichts，niemand，Viel－，Wenlg‾  
7．指示代名詞：der（die，das…）；dies－，jen－，derselb－  
8．話法助動詞：dtlrfen，konnen，m6gen，m色SSen，SOllen，WOllen  
9．前置詞：statt  
trotz  
wahrend  
Wegen  
aus  bis   
bei  durch   
mit  f仏r   
nach  gegen   
seit  ohne  
VOn  um   
zu  entlang   
gegcntiber  
an   
auf   
in   
hinter   
neben   
也ber   
unter  
VOr   
zwischen   
entweder－Oder   
nicht－SOndern   
nichtnur－   
sondern auch   
weder－nOCh  
10．接続詞：aber  
denn  
oder  
und  
als  nachdem   
als ob  ob   
bevor  obwohl   
bis  weil   
da  wenn   
da鳥  
11．数詞：  
（ア）基数：eins，ZWei，drei，Vier，fnnf，SeChs，Sieben，aCht，neun，Zehn，elf，  
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ZW61f，dreizehn，…，ZWanZig，einundzwanzig，．‥，dreilさig，．．．，hundert，  
hunderteins，…，ZWeihundert，．．．，tauSend．  
（イ）序数：erst，ZWeit，dritt，…，ZWanZigst，．．．，hundertst，tauSendst．  
〈語彙表Ⅱ〉  
（A王主C順に579個のドイツ語単語が提示されているが，省略）  
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